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ウ ィ リ ア ム ・カ ー ロ ス ・ウ イ リ ア ム ズ の
"TheYachts"に つ い て
小 西 康 雄
アメ リカの現代 詩入,ウ ィ リアム ・カー ロス ・ウ イリア ムズを論 じる場合,
必ず と言 ってい いほ ど引 き合 い に出 され るのが,"TheRedWheelbarrow"
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2行4連から成 るこの短い詩は,各 行 を構成す る語数 も極度 に少な く,各連の
1行目は3語 ,2行 目は1語 で出来 てい る。 ウXリ アムズは,身 辺にある平瓦
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な風景の一部 を切 り取 って,そ こに存在す る事物 に強烈な集中力を注 ぐ。この
詩にあ るのは,た だ,「た くさんの もの(somuch)」と 「赤い手押/車(ared
wheel/barrow)」と 「白い/ニ ワ トリたち(tllewhite/ch三ckens)」だけであ
る。 ウイリアムズは,対 象 となるこれ らの事物 を,透 徹 した眼で捉え,虚 飾を
捨て情緒や感情 を排 した却物的な表現に よって,こ れ らの事物のあ りの ままの
姿 を呈示 してい る。極度に短い各行は,情 念 などの入 り込む隙間 もな く,無機
的な世界 を創 り上 げる。言 わば,裸 の言葉 によ って,事 物の本質的な存在の仕
方 が,再 構築 され るのである。
観念や思惟 を拒否 し,対 象 となる事物その ものの裸の姿を,極 端に切 り詰め
た筆致で即物的に描いたこの"TheRedWheelbarrow"は,ウイリアムズの
詩の一つの典型である。 しか しなが ら,こ れだ けがウイ リアムズの詩の世界で
は ない。本稿では・ この詩 とはやや趣 を異にす る``TheYa中ts"を採 り上げ
て,若 干の考察 を試 み ることにす る。
"TheYachts"は
,1935年にTheNewRepublic誌に発 表 され,後 に,同
じ年 に発 行 され た 詩 集Anj品 々Martyrに 収 め られ た 。3行11連 か ら成 るこ











一見 して判かるように,先 の"TheRedWheelbarrow"などに較べ ると,
1行を構成す る語数 もは るかに多 く,筆 致 も叙述的 で物語風 である。
冒頭の この二つの連で,ヨ ッ ト・レースが行 なわれ る海が描写 され る。ζの
海は陸地で一部 を囲 まれた穏やかな入江で,そ の陸地が暴虐 な力を秘 めた外海
からヨッ トを守 ってい る,と い うのである。 タイ トルの"TheYachts"から
始まったセ ンテ ンスは,第2連 の2行 目まで,全 体で5行 にわた ってい るわけ
だが,こ の部分は,ウ イ リアムズの詩の特質の「つ を示 してい る。対象 となる
事物を描 く場合,ウ イリアムズは,巧 みな切行の仕 方に よって各行に一つの ま
とまった意味 を持たせ,そ の各行 を積み重 ねてい くこ とによ って,事 物の在 り
方を,求 心的に描写 しよ うとする。この好例 は,"AttheBallGame"Jの冒






第1連 の1行 目で,対 象 となる 「球技 を見 てい る観衆」 を呈示 し,2行 目で,
その観衆の属性 と も言 うべ きもの を 「画一的に動 かされ る」 と 述べ る。 さら
に,第2連 の1行 目で,そ の属性 を生み出すのは 「無益な気分 に よって」で あ
るとし,2行 目で,こ の気分が 「観衆 を喜ばせてい る」のだ と述べ る。切 り詰
められた短いこの4行 は,そ れ ぞれの行 に単一の概念 を持 ち,こ れが重な って
(2)
い って,対 象 で あ る 「観 衆 」 の 本 質 を え ぐ り出 す の で あ る。
"Th
eYachts"の冒頭 の 二 つ の 連 も,各 行 が こ れ ほ ど 切 り詰 め ら れ て い な
いため に厳 密 な形 は と6て い ない が,こ の 筆 致 と似 て い る。 タ イ5ル で,先 ず,
「ヨッ ト(TheYachts)」が 呈 示 され,第1連 の1行 目で,そ の ヨ ッ トが 競 い
合 うの は 「陸 地 が 一 部 を取 り囲 ん で い る海(aseawhichthelandpartly
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encloses)」で あ る こ と を述 べ,2行 目で,そ の 陸 地 が 「あ ま りに も激 しい 打撃
か ら ヨ ッbを 守 って い る(shieldingthemfromthetoo-heavyblows)」と し,
3行 目 で,こ の 打 撃 は 「手 に 負 え な い 外 海(anungovernedocean)」の もの
だ と述 べ る。 セ ン テ ン ス は そ の ま ま第2連 へ っ な が って 行 き,1行 目 と2行 目
で,こ の 海 は 「どん な に 大 きな船 を もひ ど く 苦 しめ(torturesthebiggest
hulls)」て,「 情 け容 赦 な く沈 め て し ま う(sinksthempitilessly)」と語 られ
る。 タ イ トル を含 め て6行 に わ た る この 長 い セ ンテ ン スは,途 中 分 断 され るこ
と な く,巧 み な切 行 の 仕 方 に よ って,ヨ ッ ト、を浮 かべ て い る穏 や か な海 が密 か
に持 つ狂 暴 さ を,漸 層 的 に,求 心 的 に 示 し,こ め 詩 の こ れ か らの 内 容 を 予測 さ
せ る もの で あ る 。 ∴
ウ イ リア ム ズ は,音 節 数 の 少 ない 語,と くに 単 音 節 語 を,好 ん で 用 い る。こ
れ らの 語 が 連 続 し て 迅 速 に 流 れ て い く行 の 中 に,多 音 節 語 が現 わ れ る と,リ ズ
ムに 微 妙 な 変 化 が 生 じ る こ と に な る。 ウ イ リア ム ズは,音 節 数 の 少 な い 語 の 間
に 多 音 節 語 を時 折 置 くこ とに よ って,リ ズ ムの 上 で 巧 み な 効 果 を生 み 出 してい
る 。 し か も,こ の よ うに 用 い られ る多 音 節 語 に は,意 味 の 上 か ら も重 要 な 語が
選 ば れ,さ らに大 き な効 果 が 生 じ る こ と に な る。 先 に あ げ た"AttheBall
Game"の 冒頭 の 箇 所 で も,ほ とん ど が 単 音 節 で あ る語 の 中 に 置 か れ た 二 つの
多 音 節 語,"uniformly(画一 的 に)"と"use正essness(無益)"と が,「 観 衆」
の 属 性 を,リ ズ ム の 上 か ら も意 味 の 上 か ち も,際 立 た せ て い る。
この 場 合 と同 じ よ うに,"TheYachts"の こ の 部 分 に お い て も,第1連3
行 目の"ungoverned"と 第2連2行 目の"pitilessly"との 二 つ の 多 音 節語
が,音 節 数 の 少 ない 他 の 語 の 中 に あ って,リ ズ ムの 流 れ に 微 妙 な 変 化 を生 じさ
せ て い る6ま た,こ の 二 つ の 語 は,そ れ ぞ れ,「 手 に 負 え な い 」 海,船 を 「情
け容 赦 な く」 沈 め て し ま う海,と い うこの 詩 全 体 に と って 重 要 な 意 味 を持 つ語
で もあ る 。 と くに"pitilessly"は,タイ トル か ら始 ま って6行 に わ た る長 い
セ ン テ ン スの 最 後 に 置 かれ て お り,語 頭 に ス ト レス を持 つ4音 節 の この 語 の リ




は,統 語 上 の 二 重 性 が,し た が って 面 白 さが,あ る。"thebestman"が,
"tortures"の目的 語 で あ る と同 時 に"knows"の 主 語 に もな って い るの で あ
る。 つ ま り;海 は 「どん な に 大 き な船 を も,ど ん な に 巧 み な乗 り手 を も,ひ ど
く・苦 しめ る」 とい う読 み 方 と,「 巧 み な乗 り手 な ら知 って い るjと い う 読 み 方
が,同 時 に 可 能 な の だ 。 こ れ も ウ イ リア ム ズの 技 法 の 一 つ で あ る。
ヨ ッ トを浮 か ・べて い る一 見 の どか な海 が,実 は,狂 暴 さ を密 か に 抱 い てい る
の だ とい う冒頭 の 部 分 に続 い て,第2連3行 目 か ら次 の 第3連 と第4連 に か け







先 の 第2連3行 目"Mothlikeinmist,scintillantintheminute',の[m]
音の頭 韻 が,の ど か で 柔 ら か な 印象 を 与 え,次 の 行,つ ま り 第3連1行 目
"brillianceofcloudlessdays
,withbroadbellyingsails"の,明か るい[b]
音の頭 韻 や,流 麗 な 川 音 の 繰 り返 しが,陽 光 に 明 か る く輝 や く華 や か な ヨ ッ
5の描 写 に,一 層 の 効 果 を生 み 出 してい る 。 こ の ヨ ッ トの 描 写 は,第4連 で,
ヨッ トを操 って い る乗 組 員 の きび きび した 動 きの 描 写 に移 って い く。
第2連3行 同の 最 初 の 語"Mothlike"につ い て,Wellandは,美 く しい ヨ
ッ トが 束 の 間 の は か な い もの で あ る こ と を こ の 語 が 連 想 させ る,と 述 べ そ い
(3)
る。た しかに,'"moUlrとい う言葉 は,死 を連想 させ,無 意味 なことをして身
を亡ぼ して死んでい く哀れさを比喩的に表現す る語 とされてい る。 しか し,'こ
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こで考えなければならないのは,ウ イリア ムズの基本的 な特質であ る。 ウイリ
アムズは,対 象となる事物に強烈な集中力を注ぎ,具体的に即物的にそれを呈
示す る。彼の描 く 「手押車」や 「一枚 の紙切れ」は,あ くまで も 「手押車」や
「一枚の紙切れ」その ものであ って,そ れ以上の もので もそれ以下の ものでも
ない。そこには抽象的概念や象徴はない。 ウイ リアムズは,伝 統 や既成概念に
とらわれずに,む しろそれ を拒否 し,言 葉 を裸の まま駆使 して,事 物のあ りの
ままの姿 を描写す るのである。したが って,ここで用い られている"Mothlike"
とい う言葉 も,伝 統的な意味 を含んだ比喩的な言葉 と考 えるには問題がある。
「広い帆 をふ くらませて(withbroadbellyingsails)」「きらきら光 っている
(scintillant)」ヨッ トが,「蛾の よ う(Mothlike)」だ と,き わめて具体的に明
確 に述べているのであ って,こ の言葉 は,ヨ ッ トの上で きび きび働いている乗
組 員た ちを 「蟻の よう(ant-like)」とだ述べてい るの と同様,対 象の あ りのま
まの姿 を具体的 に表現 してい る語 ととるべ きであろ う。







今 は ま だ 恐 怖 な ど感 じ ら れ な い 「よ く守 られ た 海 の 競 技 場 で(lnawell
guardedarenaofoPenwater)」大 小 さ ま ざ ま な船 に か しず か れ る よ うに取 り
囲 まれ て い る ヨ ッ トは,「 若 々 し く見 え(apPearyouthful)」「優 美 に 生 きてい
る(livewiththegrace)」の で あ る 。 こ の 二 つ の 連 で は,[f]音 と[1]音が頻
繁 に 現 わ れ る が,こ の 音 の 響 き も,柔 らか で 流 麗 な 雰 囲 気 を醸 し出 して い る。
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第5連 の1行 目は前置詞"by"で 終 ってい るが,こ れ も,ウ イリアムズの
手法の一つである。 ウイリアムズは,行 末に,こ の場合の ような前置詞,あ る
いは冠詞や代名詞の所有格 とい った,当 然後に何 らかの言葉 をとる語 を,置 く
場合がある。 この切行の仕方は,次 に来 る言葉 を期待 させ,行 間に緊迫感 を生
み出すことにな る。,
これまで続いて きた若々 しく華やかなヨッ トの描写は,第6連3行 目の途中
から一転 して海 の描写に変 り,'次の第7連 と第8連 で,そ れまで言わば離 れた
関係で描写されて きた ヨッ トと海 とが,一一つにからみ合 って,緊 迫 した関係 を







第6連 と第7連 との っ な ぎ 方,"Nowtheseawhichholdsthem/is
moody"は,セ ンテ ンス の主 部 で 連 を言 い 切 って,次 の 連 を その 主 部 を受 け る
述部で 始 め る や り方 で あ る。 こ の よ うに 連 と連 との 聞 で セ ンテ ンス を分 断 す る
ことに よ って,そ こに 期 待 感 や 緊 迫 感 が 生 じ,同 時 に,二 つ の 連 が有 機 的 に 流
動的 に っ な が って い くこ とに も な る。先 の 第1連 と第2連 との 間 に も,上 の 第
7連 と第8連 との 間 に も,同 じこ と が言 え る が,こ れ も また,ウrlリ ア ム ズが
よ く用 い る技 法 の 一 つ で あ る 。
「ヨッ トを浮 かべ て い る海(theseawhichholdsthem)」は 「不 機 嫌
(moody)」で,「 ほ ん の 些 細 な欠 点 を も捜 す かの よ うに ヨ ッ トの 船 腹 をな め ま
わ して い る(lapPingtheirglossysides,asiffeeling/forsomesllghtest
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flaw)」の だ が,ま だ,「 ま った く手 の 出 し よ うが な い(fails』completely)」の
で あ る。 海 は,ヨ ッ トを破 滅 させ よ う と密 か に ね ら って い るの で あ って,.自然
が,人 間 の 創 造 物 に 対 して,・さ ら に は人 間 に対 して 抱 い て い る悪 意 が うかが わ
れ る。'.
これ まで,各 セ ン テ ン スは 何 行 に もわ た って 長 く続 い て 出来 て い た の に対
し,第7連3行 目 ・Todaynorace.Thenthewindcomes-again.The
yachts"では,短 い セ ン.テン ス が 並 置 され て い る。 こ れ まで の ゆ った りした テ
ン ポ が 崩 れ て 極 度 に 迅 速 な テ ンポ に 変 る こ の 行 の 構 成 は,こ の 詩 の こ れ か らの
激 しい 動 き を 予 測 さ せ る。
ロ
ヨ ッ ト ・レー ス が い よい よ始 ま る。 「波 は ヨ ッ トに 打 ち つ け る(thewaves
strikeatthem)」が,「 ヨ:ットは実 に よ く出 来 来てk:、て(theyaretoo/well
made)」巧 み に 「波 間 をす べ って い く(slipthrough)」の で あ る。 海 は,第7
連 で は ヨ ッFの な め らか な 船 腹 を 「な め まわ して(1apping)」い る と描 かれ た
が,こ こ で は 「打 ち つ け る(strikeat)」と述 べ られ,海 と ヨ ッ トとの 関 係 が
次 第 に 緊 張 した もの に な って くる。1そして,続 く最 後 の 三 つ の 連 で,こ の 詩 は











狂暴な恐ろ しさを秘めた海 と華 やかで優美な ヨッ トとの間の微妙で不気味な
均衡が,こ こで一挙 に崩れ る。第9連 の1行 目と2行 目は,い ずれ も1行 が1
センテ ンスで完結 していて,そ れ までの何行かにわた ってセ ンテンスが続 く場
合に較べて,断 定的な鋭 さがあ り,意 味に即 した構造にな ってい る・この鋭い
動きの内に,こ の詩は,突 如,死 と恐怖の世界の描写になだれ込んでい く。海
に投げ出されて必死に へ さき を つかも うとす る 手,ほ うり 出 され る死体。
"Bodies"には,ヨ ッ トの 「船体」 とほ うり出 された 「死体」 との両義がある
と解 して よかろ う。 ウイリアムズは,転 覆 した ヨッ トに 死 を 見てい るの であ
る。第9連3行 目の"aseaoffaces"は,「多数の顔」 とい う比喩的な表 現
であると同時に,「あちこちに顔が浮かび漂 ってい る海」 とい う文字 どお りの
(4)
表現 で も あ って,巧 み な 言 葉 の 用 い 方 で あ る。
第9連 に 続 い て第10連で は,恐 怖 と死 の 混 沌 と した 世 界 が 現 わ れ る。1行 目
の"thehorroroftherace(レ一ー〉〈の 恐 怖)"を,Wellandは,``theyacht-
race(ヨッ5・ レー ス)"の 恐 怖 で も あ り,"humanrace(人間)"の 恐 怖 で も
(5)
ある,と して い る。 ヨ ッ ト ・ル ー ス は 暴 虐 な悪 意 を持 つ 海 に よ って 恐 怖 の 世界
にたた き込 まれ,ヨ ッ トを操 る人 間 は 残 酷 な 自然 の 力 に よ って 恐 怖 の 世 界 に ひ
きず り込 まれ るの で あ る。 こ こで も,・2行 目の"entanglement(混乱)"と い
う多音節 語 が,リ ズ ムの 上 か ら も意 味 の 上 か ら も,大 きな効 果 を生 ん で い る。
3行 目末 の 鋭 い …響 きを持 つ"Broken"と い う語 が,次 の 第11連 の 冒頭 の
"beaten"へと
,音 の 上 か ら も関 係 を持 ち な が らつ な が って い き,こ の 連 で こ
の詩は終 る。 死 と恐 怖 の 世 界 か ら必 死 に逃 れ よ う とす る人 々。 波 間 か らの 叫 び
声。そ して,そ の 中 を,「巧 み な ヨ ッ トは 通 り過 ぎて い く(theskiUfulyachts
passover)」の で あ る。 この 最 後 の 行 で,そ れ ま での 死 と恐 怖 の 恐 ろ しい 世 界
がふと遠 ざ か り,没も との 華 や か な ヨ ッ ト ・ レー スの 世 界 が 蘇 って くる。
ウイ リア ム ズ は,ヨ ッ ト ・ レー ス とい う平 和 で 華 や か な 世 界 の 内 に ひ そん で
いる恐怖 の 世 界 を,見 据 え て い るの で あ る。
この"TheYachts"に関 して,Jarrellは,これ を ウ イ リア ム ズの 最 上 の 詩
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の 一 つ で あ る と し,Gregoryは,当 時 の 最 もす ば ら しい 詩 の 一 つ で,ウ ィ リァ
(7)
ムズの詩の中で も密度の高い作品だ と述べてい る。
この詩の形式は,ダ ンテが 『神曲』.で用いたtezaarimaを模 した ものだと
言われてい る。ter2arimaは,3行の連か ら成 り,各 行は弱強5詩 脚で,押
韻はaba,bcb,cdc……の詩形であ る。 ウイリアムズは,習 作時代にはキーツ
に惹 かれた りして伝統的 な形式 を重ん じたが,後 に イマ ジズムその他の影響 も
あ って,実 験的,尖 鋭的 にな り,'伝統的なものに逆 らって反詩的 な詩作を行な
い,独 自の境地に達 した。 その彼が,こ の時代に,伝 統 を模 したことは興味深
い。 もちろん,詩 脚 も押韻 も厳密な ものではな く,ウ イリアムズ独 自の ものに
はなってい るが。Gregory'は,ウイ リアムズが この形 式を完全 に自分 自身の
ものにしてい ると述べ,さ らに,こ の時代のいわゆる 「伝統的 な」詩人のだれ
一人 として,ウ イ リアムズがこの詩でや ったほ ど確信 をもって,伝 統的な形式
i:'のっ と っ た もの は い な1,・,と して 、、窺
'"TheRedWheelbarrow"などにみ られ るような
,あ らゆ る爽雑物をはぎ
取 って極限にまで達す る即物的な世界 とは違 って,"'TheYachts"には,物語
風な豊潤な世界があ る。美 し く華やかなヨッ トと,恐 ろ しい残虐性 を密かに抱
く海が,叙 述的にのびやかに描かれている。
しかし,一見他の作品 とは趣 を異にす るこの作品に も,ウイリアムズ独 自の世
界 がある。 ウイリアムズは,対 象 となる事物 に強烈な集 中力 を注 ぎ,そ の事物
(9)
その もの を描写す る。 「事物の中,そ こ以外 には思想はない」 とい う彼の言葉
が示す ように,事 物 その ものめ存在が問題なの であ り,観 念や情緒 を事物に託
して表わす ことを,ウ ィ'リアムズは拒否す る。 この詩の場合に も,「ヨッ ト」
や 「海」'が何 かを象徴 してい るわけではない。 「ヨッ ト」はあ くまで もヨット
で あり,「海」はあ くまで も海 である。'美し く華やかな ヨッ トが 競い合 うヨッ
ト`レース。 ウイリアムズは,こ の風景の中で,「ヨッ ト」や 「海」に強烈な
集中力を注 ぎ,そ こにひそむ恐怖の世界 をえ ぐり出す。 ヨッ小 ・レースといフ
ある一つの ものにひそむ恐怖の世界 を見せ ることに よって,一 見の どかなあら
ゆる日常生活の奥 にひそむ恐怖の存在 を示 しているのであるδこれは,ウ ィリ
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